
2018（平成 30）年度 

小金井市立本町高齢者在宅サービスセンター 

第１回 地域密着型デイサービス運営推進会議 報告書 

 

開催日時 平成３０年９月３日（月） １４時３０分～１５時３０分 

開催場所 本町高齢者在宅サービスセンター３Ｆボランティア室 

参加者 

 

 

 

 

 

 

 

ご利用者家族  ： 利用者ご家族Ａ様 

利用者ご家族Ｂ様 

地域住民代表  ： 地元商店会代表Ｃ様 

ボランティア代表Ｄ様 

所管包括    ： きた地域包括支援センター職員（以下：包括職員） 

本町センター職員： 本町高齢者在宅サービスセンター センター長 

認知症デイサービスリーダー（生活相談員） 

一般型デイ生活相談員 

司会進行 認知症デイサービスリーダー（生活相談員） 

書記 一般デイ・生活相談員 

 

【議事録】 

１．開会の挨拶 

２．事業報告  

平成 30年度上半期状況報告 ※配布資料による 

⑴ 利用率の報告 

⑵ 認知症対応型デイサービスの概況説明  

⚫ 利用者状況 

⚫ 事業計画に基づいたケアの実践 

◎人格を尊重した福祉の実践 

「愉しみ、張りあい、心地よさの追求」 

① 梅ジュース作り…映像による紹介 

② 本町センター菜園…映像で菜園や収穫の様子を紹介。 

→生活に密着したことを提供させていただくことで、とても喜んでいただけた。 

→今後に向けては一人ひとりの「できること探し」や「生きがい作り」を実践できるよう

にしていきたい。ご利用者の笑顔がみられる取り組みを続けていきたい。 

３. その他 

（１）「みんなの安心・ささえ愛ネットワーク」の取り組み報告 

(２）「コミュニティの輪つくり」懇親会報告 

   （３）ヨハネ祭 deかくれんぼ（みまもりあいプロジェクト）の紹介 

４．意見交換 

Ｃ様…利用者状況で半年前と比べて介護度が高い利用者が増えたのは何か原因があるのか。 

→以前から本町センターは難しいケースや家で寝たきりの方を積極的に受け入れてきた。 

最近では軽度の認知症の方は他の一般デイサービスに行かれることが多い。本町センター 



に依頼が来るのは、家から出るのが難しいケースや他のご利用者と一緒に活動するのが難 

しい一日ベッドで過ごされる方などが多い。看護師が常駐しているので本町センターは率 

先して受けいれている。 

  Ｄ様…お花見の時期だけでなく、市内でもいいから出かけられるとよいと思う。みんなで行ける 

とよい。町会にも声をかけてもらえればお手伝いできると思う。子供会もある。 

    →職員の中には、保守的になっていて一からすべて自分たちでしなければいけないと考えて 

いる職員もいる。全て職員で行うのは限界がある。今回ボランティアさん用の看板を作った 

が、職員はそのような後方支援をしていけばよい。 

    →認知症になったからといって出来ないというわけではないので、その方のレベルに合わせ 

て企画を平等に提供できるようにしたい。試すことによってみえてくることもある。そうい 

うものを発見したい。 

    →イベント以外でも日々の活動の中で何か物が出来上がっていく過程を一緒に愉しめるよう 

になるとよい。 

  Ｄ様…来所して体温を測った後は、新聞を読んだり洗濯物をたたんだり利用者が自由に過ごせる 

ようになるといい。納涼祭の金魚すくいも本当の金魚がいると楽しめる。 

    →ご利用者が本を読んだり音楽を聴いたりできるコーナーや自分で好きな事を選んで過ごせ 

る環境づくりをしたいと考えている。 

→職員は安全のことを考えてチャレンジできなくなっている。 

→来所された時は小グループで家庭と変わらない環境で過ごしていただき、活動する時はみ 

んなで活動するというようにメリハリつけてやっていきたい。 

Ｂ様…医療と介護の連携ができるようになると家族としても嬉しい。病院はけがは治すけれども 

認知症はすすんでしまったということもあるので、人をトータル的にみてもらえるとありが 

たい。2つ目は本人がデイサービスに行きたがらないケースもあるので、普段からデイサー 

ビスの建物に出入りできるような活動があるとなじみの場所ということで、初めて通う時も 

敷居が高く感じないと思う。またショートステイとデイサービスを同時に利用できるように 

なると良い。昼間はデイサービスに行き、夜はショートステイを利用できるようになると本 

人の混乱も少なくなると思う。 

Ａ様…父はショートステイを利用することが増えた。母が限界を感じているので、デイサービス 

とショーステイの両方を使わせてもらいながら何とかやっている。デイサービスとショート 

ステイでは内容が違うことも分かっているが、母が疲れているのでショートステイを利用し 

ないと母が持たないかなと思い葛藤しながら利用している状態。 

→センター長：昔からショートステイは家族のレスパイトのためと言われている。ショート 

ステイでは、デイサービスのように「毎日を生きている」というライブ感を持つのは難しい 

。 

Ｂ様…夜だけ預かってくれるところがあるといい。 

包括…きた通信２号目を発行した。地域で顔が見える関係は大切ということで、世代を超えた交

流ができるような内容にした。夏号から始まって今回秋号になる。 

５．閉会の挨拶 

６．次回開催予定  平成３１年３月１１日（月）１４時半～ 

以上    


